
あ
い
さ
つ
や
感
動
な
ど
の
表
現
は
、
そ
の
土
地
の
こ
と
ば
で
の
決
ま
り
き
っ
た
表
現
で
あ
る
と
 
 
 

あ
い
さ
つ
、
感
動
な
ど
の
表
現
 
 い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
表
現
の
し
か
た
に
、
特
別
な
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
は
な
 
 

く
、
そ
の
表
現
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
人
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
あ
い
さ
つ
の
表
現
 
 

回
一
 
 
 

〇
オ
ハ
ヨ
 
ガ
イ
シ
タ
。
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）
 
 
 

「
ガ
ン
ス
」
は
、
現
在
で
は
、
八
〇
歳
以
上
の
人
々
で
な
い
と
使
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
答
え
て
、
 
 
 

○
オ
ハ
ヨ
 
刈
シ
タ
 
パ
ー
。
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）
 
 

の
よ
う
に
「
ガ
ス
」
の
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

中
年
層
以
上
で
あ
る
と
、
 
 
 

○
オ
ハ
ヨ
 
ア
リ
可
シ
タ
。
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
【
 
 

い
。
前
述
の
「
柱
、
油
、
梯
子
」
の
三
語
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
坂
町
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
坂
町
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
体
 
 

系
が
熊
野
町
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
と
同
一
で
あ
り
、
後
に
現
状
の
よ
う
に
中
く
ぼ
み
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
成
立
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
を
 
 

考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
 
 

第
三
節
 
表
現
の
生
活
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Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

の
よ
う
に
い
う
。
「
ガ
ン
ス
」
 
の
場
合
で
も
、
「
ア
リ
マ
ス
」
の
場
合
で
も
、
「
タ
」
を
用
い
ず
、
現
在
形
で
表
現
し
て
い
る
場
合
も
 
 

あ
る
が
、
「
タ
」
を
用
い
た
表
現
法
の
ほ
う
が
、
よ
り
て
い
ね
い
な
物
言
い
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
旦
 
 
○
コ
ソ
列
列
。
（
今
日
は
。
）
 
 

一
般
的
な
日
中
の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
 
 

同
一
 
 
 

田
な
ど
の
帰
り
道
に
、
人
に
出
会
っ
た
時
の
あ
い
さ
つ
は
、
 
 
 

○
ハ
ー
カ
ニ
リ
マ
q
司
－
 
ヤ
ー
。
（
も
う
帰
り
ま
し
ょ
う
よ
。
）
 
 

の
よ
う
に
い
う
。
夜
分
に
人
に
会
う
と
、
 
 
 

○
コ
ン
パ
ン
列
。
（
今
晩
は
。
）
 
 

と
い
う
。
 
 

一
㈲
一
 
 
 

人
の
家
を
訪
問
す
る
と
き
の
あ
い
さ
つ
で
、
現
在
で
も
老
年
層
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
い
方
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
 
 
 

○
オ
ー
ガ
ン
刊
ソ
シ
タ
 
カ
。
（
お
あ
が
り
な
さ
い
ま
し
た
か
。
）
 
 
 

こ
れ
は
、
元
来
「
食
事
は
す
み
ま
し
た
か
」
 
の
意
を
も
つ
も
の
で
、
昼
で
も
、
夕
刻
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

老
年
層
の
人
の
話
で
は
、
昭
和
一
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
、
店
に
買
物
に
入
る
場
合
に
、
 
 
 

○
オ
ー
ポ
イ
。
 
 

と
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
訪
問
時
の
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
が
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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中
年
層
以
上
の
人
々
は
、
店
屋
に
入
る
時
の
あ
い
さ
つ
に
、
 
 
 

○
ク
レ
ソ
刊
イ
。
（
下
さ
い
。
）
 
 

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
少
年
層
で
「
チ
ョ
一
列
イ
。
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
に
対
応
す
る
言
い
方
で
あ
る
。
 
 

l
鳳
「
 
 
 

○
ホ
イ
ジ
ャ
ー
。
（
そ
れ
で
は
。
）
 
 
 

こ
の
言
い
方
は
、
親
し
い
間
柄
で
、
ご
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
て
い
ね
い
な
物
言
い
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
は
、
 
 
 

○
ゴ
メ
ン
ツ
カ
ソ
可
㌧
（
ご
め
ん
下
さ
い
。
）
 
 

の
よ
う
に
い
う
。
こ
れ
は
、
老
年
層
の
女
子
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
あ
い
さ
つ
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

○
ア
リ
ガ
ト
ー
 
ガ
ン
ス
 
ノ
ー
。
ヨ
イ
ヨ
。
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
。
全
く
。
）
 
 
 

ー
 

ガ
ン
ス
 
ノ
ー
。
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
当
 
 

こ
れ
は
、
老
年
層
の
謝
辞
で
あ
る
。
芸
備
地
域
の
北
部
で
は
、
「
タ
エ
刈
ト
ー
 
 
 

地
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
 
 
 

重
ね
重
ね
の
謝
辞
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
。
 
 
 

○
オ
ー
舛
ニ
ア
リ
列
ト
ー
ガ
ソ
ス
 
パ
ー
。
コ
リ
ヤ
ー
可
－
ゴ
ネ
ソ
ノ
 
イ
リ
可
シ
テ
 
バ
ー
。
（
お
お
き
に
あ
り
が
と
 
 

う
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
。
こ
れ
は
、
ま
あ
、
御
念
の
入
っ
た
こ
と
で
す
ね
え
。
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
丁
重
な
謝
辞
は
、
老
年
層
女
子
専
用
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 

○
ダ
マ
ク
ナ
 
コ
H
－
 
シ
チ
ョ
リ
マ
ス
ガ
 
カ
ケ
ナ
サ
ン
ヘ
ー
。
（
む
さ
く
る
し
い
こ
と
を
し
て
い
ま
す
が
、
掛
け
な
さ
い
ま
せ
。
 
 

第
l
茸
 
能
州
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
1
 
 
 

来
客
へ
の
も
て
な
し
 
 



Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

老
男
1
中
男
）
 
 
 

熊
野
町
の
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
、
な
か
で
も
老
人
層
の
そ
れ
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
と
、
当
町
で
の
老
人
層
の
敬
語
法
の
特
徴
が
 
 

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
ガ
ン
ス
」
「
ナ
サ
ン
ヘ
ー
」
「
ツ
カ
ソ
ヘ
ー
」
「
ク
レ
ソ
サ
イ
」
「
ソ
サ
ン
ス
」
な
ど
、
当
町
で
も
、
他
の
一
般
 
 

的
な
表
現
に
お
い
て
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
く
な
っ
て
い
る
敬
語
法
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
 
 

川
 
感
動
の
表
現
 
 
 

①
 
驚
き
の
表
現
 
 
 

単
独
な
驚
き
は
、
老
年
層
で
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

し
 
 
 

○
オ
リ
ョ
リ
ョ
。
（
あ
れ
あ
れ
。
 
老
男
）
 
 

し
 
 
 

○
ア
リ
ヤ
。
（
あ
れ
。
 
中
女
）
 
 
 

ま
た
、
同
意
し
た
気
持
は
、
 
 
 

○
珂
 
ヨ
 
珂
 
ヨ
。
（
そ
う
よ
そ
う
よ
。
老
男
）
 
 

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
更
に
深
い
感
動
の
心
持
を
も
っ
て
同
意
さ
れ
る
場
合
に
は
、
「
呵
ヨ
 
ホ
ヨ
 
射
＝
ヨ
ー
。
」
の
よ
う
 
 

に
表
現
さ
れ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
青
年
層
で
は
、
 
 
 

○
射
〓
ヨ
ノ
㌧
（
そ
う
よ
ね
え
。
）
 
 

の
よ
う
に
変
化
し
っ
つ
あ
る
。
 
 
 

考
え
こ
ん
だ
り
、
自
ら
を
励
ま
し
た
り
す
る
時
に
は
、
「
サ
ー
リ
ヤ
」
を
用
い
る
。
 
 

㌧
 
 
 

○
刊
＝
リ
ヤ
 
ド
ー
シ
ョ
ー
 
カ
。
（
さ
あ
ど
う
し
よ
う
か
。
中
男
）
∧
ひ
と
り
ご
と
＞
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「
オ
リ
コ
」
「
ア
リ
ャ
」
「
サ
ー
リ
ヤ
」
の
い
ず
れ
も
、
拗
音
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
ほ
注
目
さ
れ
よ
う
。
感
嘆
の
表
現
は
、
拗
音
が
 
 

好
ま
れ
る
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
か
。
 
 
 

ま
た
、
そ
の
物
事
の
状
況
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
、
 
 
 

○
利
－
サ
ブ
 
ヤ
、
サ
ブ
 
ヤ
。
（
お
お
寒
、
寒
。
中
男
1
々
）
 
 

の
よ
う
に
「
ヤ
」
文
末
詞
を
用
い
て
表
現
す
る
。
 
 
 

④
 
間
投
す
る
表
現
 
 
 

文
表
現
の
途
中
に
、
文
表
現
の
表
現
意
図
と
は
異
な
る
こ
と
ば
が
出
現
す
る
。
こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
前
述
の
「
カ
 
 

ー
」
が
見
ら
れ
る
。
「
備
後
バ
ー
バ
ー
安
芸
ガ
ラ
ス
」
と
い
皇
一
日
い
ぐ
さ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
芸
で
物
事
を
限
定
す
る
表
現
を
 
 

し
た
て
る
助
詞
「
パ
ッ
カ
シ
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
備
後
南
部
で
は
「
バ
ー
」
と
い
う
。
ま
た
、
安
芸
で
は
、
文
中
に
「
カ
I
」
が
 
 

間
投
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
安
芸
で
も
都
市
部
で
は
、
こ
の
「
カ
ー
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
 
 

熊
野
町
で
は
、
な
お
、
中
年
層
以
上
の
人
々
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 

㌧
 
 

㌧
 

－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
○
ホ
イ
デ
 
カ
ー
 
ノ
。
ワ
キ
ャ
ー
 
ワ
カ
到
ン
 
ヨ
ー
ニ
刺
1
 
可
叫
テ
 
シ
可
－
テ
カ
ラ
ニ
ノ
。
カ
ー
 
コ
マ
ツ
テ
 
シ
モ
 
 
 

ー
テ
。
（
そ
れ
で
、
は
れ
ね
。
訳
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ほ
れ
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
ね
。
ほ
れ
、
因
っ
て
し
ま
っ
て
。
中
女
↓
中
男
）
 
 
 

「
カ
ー
」
は
「
こ
れ
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
本
当
に
、
全
く
も
っ
て
」
と
い
う
心
情
を
強
く
表
わ
す
と
と
も
に
、
聞
 
 

き
手
の
注
意
を
発
話
者
の
ほ
う
に
向
け
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

代
名
詞
の
 
「
ア
ン
タ
」
も
間
捜
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

】
 
 
 
㌧
 
 
○
キ
パ
＝
 
ア
シ
可
チ
 
ア
ソ
ク
ー
¶
〓
ヨ
ッ
タ
 
ト
一
山
ノ
 
コ
ト
ガ
 
刺
キ
テ
 
モ
ー
 
ワ
カ
ラ
ン
 
ヨ
ノ
。
（
昨
日
あ
そ
 
 

こ
で
、
あ
な
た
、
言
っ
て
い
た
通
り
の
こ
と
が
起
き
て
、
も
う
、
だ
め
だ
よ
ね
。
 
中
男
1
中
女
）
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
1
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Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 
 

「
ア
ン
タ
1
」
は
、
長
い
表
現
で
は
一
文
の
中
に
、
二
度
、
三
度
と
な
く
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
「
ア
ン
タ
1
」
が
文
の
切
 
 

れ
目
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
「
ハ
‥
＝
ア
ン
タ
ー
」
と
い
う
形
を
取
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
 
 

る
こ
と
も
多
い
。
山
口
県
下
に
盛
ん
な
「
ノ
ン
タ
」
の
成
立
基
盤
に
等
し
い
発
話
心
意
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

「
ア
ン
ク
ー
」
を
文
中
に
間
捜
す
る
強
い
傾
向
は
、
大
竹
市
阿
多
田
島
に
見
ら
れ
る
。
阿
多
田
島
で
は
、
文
末
詞
「
ノ
ー
」
の
代
 
 

わ
り
に
「
ア
ソ
タ
」
若
し
く
は
「
ノ
ー
ア
ン
タ
」
を
出
現
さ
せ
て
い
る
。
熊
野
町
は
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
多
用
す
る
 
 

地
域
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

る
。
中
年
層
以
下
で
は
、
 
 
 

○
中
一
ヤ
ソ
ぺ
イ
ニ
ア
リ
マ
ス
 
パ
ー
。
（
よ
い
塩
梅
（
天
気
）
で
す
ね
え
。
中
男
1
々
）
 
 

の
よ
う
に
、
「
ア
リ
マ
ス
」
を
用
い
て
い
る
。
賀
茂
郡
の
西
条
町
で
は
、
時
に
、
 
 
 

○
列
可
コ
ー
ニ
 
ア
リ
ャ
ソ
シ
タ
。
（
と
て
も
き
れ
い
で
L
た
。
老
男
1
々
）
 
 

の
よ
う
に
「
～
ヤ
ソ
ス
」
を
用
い
て
い
る
が
、
鮨
野
町
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
 
 

S
 
「
ツ
カ
ー
サ
ル
」
 
 

㌧
 
 
 

○
ア
可
ニ
ャ
一
 
利
テ
 
ツ
カ
1
丸
司
タ
ン
ジ
ャ
ゲ
ナ
 
デ
。
（
あ
れ
∧
あ
の
家
＞
に
は
、
釆
て
下
さ
っ
た
の
だ
そ
う
だ
よ
。
老
女
1
中
 
 

男
）
 
 
 

熊
野
町
で
は
、
「
ツ
カ
ー
サ
ル
」
ほ
、
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ラ
行
四
段
活
用
の
語
と
し
て
す
べ
て
の
活
用
形
が
使
用
さ
 
 

れ
て
い
る
。
そ
の
命
令
形
は
、
 
 
 

敬
語
の
表
現
 
 

珂
 
「
ガ
ン
ス
」
「
ア
リ
マ
ス
」
 
 

あ
い
さ
つ
表
現
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
ガ
ソ
ス
」
は
、
老
年
層
の
て
い
ね
い
態
表
現
を
し
た
て
る
も
の
で
あ
 
 

26  



○
ツ
カ
ー
サ
イ
 
ヤ
ー
。
（
下
さ
い
よ
。
 
中
女
1
々
）
 
 

の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
ツ
カ
ー
サ
イ
」
の
短
縮
形
で
あ
る
「
ツ
刺
イ
。
」
「
ツ
カ
ー
。
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
短
縮
化
し
、
 
 

更
に
昔
変
化
が
あ
る
ほ
ど
に
粗
略
な
物
言
い
の
表
現
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
「
ナ
サ
ル
」
系
敬
語
 
 
 

「
ナ
サ
ル
」
系
敬
語
の
う
ち
、
改
ま
っ
た
場
席
で
用
い
ら
れ
、
最
も
尊
敬
の
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い
る
表
現
は
、
「
ソ
サ
ル
」
敬
 
 

語
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

○
ナ
ン
刺
イ
モ
 
キ
ン
馴
↓
ツ
ロ
ー
ガ
 
マ
ー
ウ
烈
ニ
モ
 
ヨ
ヅ
ツ
カ
ー
叫
イ
 
ヤ
。
バ
ー
。
（
何
回
も
来
な
さ
っ
た
ろ
う
が
、
う
 
 

ち
（
わ
が
家
）
に
も
お
寄
り
下
さ
い
よ
。
 
中
男
1
々
）
 
 
 

こ
の
「
ソ
サ
ル
」
は
、
ラ
行
四
段
活
用
を
し
、
そ
の
各
活
用
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
、
「
～
ソ
ヤ
イ
」
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

○
キ
バ
〓
 
キ
ン
刊
ル
 
ー
キ
ニ
ミ
ソ
刊
司
タ
ン
ジ
ャ
ゲ
ナ
ガ
、
ワ
カ
到
ソ
 
ヨ
バ
ー
。
キ
ン
ヤ
イ
 
ヤ
ユ
ー
チ
ョ
イ
ク
ノ
 
 
 

ニ
パ
ー
。
（
昨
日
来
な
さ
る
時
に
、
見
ら
れ
た
の
だ
そ
う
だ
が
、
だ
め
だ
よ
ね
え
。
来
な
さ
い
よ
と
い
っ
て
お
い
た
の
に
ね
え
。
 
中
女
1
 
 

中
男
）
 
 
 

こ
の
表
現
は
、
発
話
者
の
い
と
こ
の
行
為
に
つ
い
て
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
ン
サ
イ
」
が
改
ま
っ
た
場
席
で
用
い
ら
れ
 
 

る
と
い
う
い
か
め
し
さ
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
ソ
ヤ
イ
」
は
い
と
こ
程
度
の
身
内
の
着
で
あ
る
と
か
、
日
常
よ
く
知
っ
て
 
 

い
る
近
隣
の
人
で
あ
る
と
か
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
身
近
な
人
に
対
す
る
軽
い
敬
意
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
 
 

に
、
日
常
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
「
ソ
ヤ
ル
」
は
、
ラ
行
四
段
活
用
の
語
と
し
て
、
各
活
用
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
使
用
年
齢
層
は
、
中
年
層
以
上
の
 
 

第
〓
早
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
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男
女
に
は
、
な
お
盛
ん
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
青
年
層
で
は
、
も
は
や
用
い
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
 
 
 

安
芸
地
方
で
、
「
ソ
ヤ
ル
」
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
地
域
ほ
、
ほ
か
に
な
い
。
か
つ
て
、
筆
者
は
、
大
竹
市
木
野
で
、
 
 
 

○
ア
ッ
列
〓
 
イ
キ
ン
サ
。
（
あ
ち
ら
へ
行
き
な
さ
い
。
）
 
 

と
い
う
言
い
方
を
老
年
層
男
子
（
一
九
六
〇
年
で
九
十
歳
く
ら
い
の
方
）
か
ら
、
一
度
だ
け
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
 
「
ソ
ヤ
」
は
、
 
 

恐
ら
く
「
ソ
ヤ
イ
」
 
の
変
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
昭
和
二
十
五
年
上
蒲
刈
島
宮
盛
で
、
筆
者
は
、
古
老
の
方
か
ら
「
ン
ヤ
 
 

イ
」
を
昔
は
使
っ
て
い
た
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。
「
ソ
ヤ
イ
」
は
、
安
芸
南
部
地
域
に
、
か
つ
て
は
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
 
 

え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
熊
野
町
に
お
い
て
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
筆
し
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

呉
市
一
帯
で
は
、
「
ナ
サ
ル
」
系
敬
語
の
「
ナ
ル
」
が
、
各
活
用
形
と
も
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
地
で
は
 
 

ご
く
稀
に
、
 
 
 

○
キ
刀
イ
 
ヤ
。
（
釆
な
さ
い
よ
。
）
 
 

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
ナ
イ
」
 
の
敬
意
の
程
度
が
「
ソ
ヤ
ル
」
 
に
近
い
た
め
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
乏
し
い
の
で
 
 

あ
ろ
う
か
。
 
 
 

「
イ
ス
」
「
サ
イ
ス
」
も
、
「
ナ
サ
ル
」
系
敬
語
の
語
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

○
ア
ソ
可
ノ
 
叫
列
．
チ
ャ
ン
ワ
 
キ
ー
ハ
＝
 
ヒ
ロ
シ
マ
イ
 
イ
九
イ
シ
タ
ケ
ー
副
可
〓
ワ
 
コ
刊
イ
シ
ャ
ー
 
 ヘ
ン
 
可
－
 
 
 

ハ
。
（
あ
そ
こ
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
昨
日
広
島
へ
行
か
れ
た
か
ら
、
今
日
は
来
ら
れ
は
し
な
い
よ
ね
。
中
女
1
中
男
）
 
 

や
ゆ
 
「
イ
ス
・
サ
イ
ス
」
は
、
「
ソ
ヤ
ル
」
よ
り
も
、
更
に
低
い
程
度
の
敬
意
し
か
表
わ
さ
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
時
と
し
て
は
椰
掃
の
 
 

気
持
ち
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
た
り
も
す
る
。
こ
う
な
る
と
、
敬
意
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

な
お
、
「
来
る
」
「
行
く
」
の
意
を
表
わ
す
「
ゴ
イ
ス
」
は
、
「
イ
ス
」
の
熱
し
た
語
形
で
あ
ろ
う
か
。
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未
然
形
は
、
「
て
＋
デ
＋
ハ
」
と
い
う
語
連
続
か
ら
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
チ
ャ
ー
」
の
形
は
、
中
年
層
以
下
の
女
性
と
 
 

青
少
年
層
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
テ
ジ
ャ
」
は
中
年
層
男
性
に
用
い
ら
れ
る
。
連
用
形
の
「
テ
ジ
ャ
ッ
O
」
も
同
様
に
中
 
 

年
層
男
性
に
、
「
チ
ャ
ッ
O
」
は
中
年
層
以
下
の
女
性
と
青
少
年
層
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
「
テ
ジ
ャ
」
の
各
活
用
形
に
相
当
す
る
形
を
見
る
と
、
指
定
の
助
動
詞
「
ジ
ャ
」
の
活
用
形
と
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

広
島
市
な
ど
で
、
未
然
形
、
連
用
形
相
当
の
形
が
、
「
チ
ャ
ー
」
「
チ
ャ
ッ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
て
熊
野
町
の
表
現
は
、
古
態
 
 

を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

な
お
、
命
令
形
相
当
の
表
現
は
、
 
 

第
一
茸
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
 
 

○
ホ
リ
ヤ
 
ゴ
イ
シ
ダ
 
ゴ
イ
シ
タ
。
（
そ
ら
、
お
い
で
た
、
お
い
で
た
。
 
中
男
1
々
）
＜
老
人
の
出
か
け
て
く
る
の
を
嘲
笑
し
て
＞
 
 

「
ゴ
イ
ス
」
は
、
椰
拾
以
下
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

国
 
「
テ
ジ
ャ
」
敬
語
 
 
 

○
ア
ス
可
イ
 
利
可
テ
ジ
ャ
 
ノ
㌧
（
あ
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
。
中
男
1
々
）
 
 

「
テ
ジ
ャ
」
の
形
で
、
尊
敬
麒
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
各
活
用
形
に
相
当
す
る
形
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
見
る
 
 

と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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○
↓
ヨ
 
イ
ッ
列
－
。
（
早
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。
少
女
1
中
女
）
 
 

の
よ
う
に
、
「
テ
」
の
長
呼
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
テ
」
に
よ
っ
て
中
止
的
な
表
現
を
し
た
て
て
い
る
も
の
で
は
な
 
 

く
、
「
テ
」
を
介
し
て
尊
敬
腰
表
現
を
し
た
て
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
「
テ
ジ
ャ
」
敬
語
法
の
一
つ
と
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
ジ
ャ
」
の
代
わ
り
に
、
て
い
ね
い
態
の
「
デ
ス
」
を
用
い
る
も
の
も
あ
る
。
 
 
 

○
ハ
ー
 
コ
ナ
イ
ダ
カ
ラ
 
劉
ヨ
ッ
テ
デ
ス
ケ
ー
 
ノ
㌧
（
も
う
こ
の
前
か
ら
、
釆
続
け
て
お
い
で
で
す
か
ら
ね
え
。
中
男
1
々
）
 
 
 

「
デ
ス
」
に
よ
る
て
い
ね
い
さ
は
、
一
層
増
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
デ
ス
」
 
の
各
活
用
形
も
、
「
テ
」
に
下
接
し
て
用
い
ら
 
 

れ
る
の
ほ
、
「
ジ
ャ
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

青
年
層
以
下
で
は
、
「
テ
デ
ス
」
で
は
な
く
、
「
テ
ン
デ
ス
」
の
形
を
用
い
て
い
る
。
 
 

帥
 
「
デ
ス
」
「
マ
ス
」
 
 

一
つ
の
事
象
が
そ
こ
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
て
い
ね
い
に
断
定
す
る
言
い
方
「
～
コ
ト
デ
ス
」
は
「
コ
ッ
テ
ス
」
と
な
る
。
 
 
 

○
ホ
ー
ユ
1
訓
可
テ
ス
。
（
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
老
男
1
中
男
）
 
 

し
 
 
 

ま
た
、
将
然
形
は
、
老
年
層
で
は
「
デ
ヒ
ョ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
青
年
層
で
ほ
、
「
デ
シ
ョ
」
 
の
よ
う
に
、
上
昇
調
の
形
で
 
 

用
い
ら
れ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
 
 
 

「
マ
ス
」
は
、
老
年
層
で
そ
の
未
然
形
を
「
マ
ヘ
ソ
」
と
い
い
、
将
然
形
を
「
マ
ヒ
ョ
ー
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仮
定
形
は
 
 

「
マ
ス
リ
ャ
ー
」
を
使
う
人
が
多
い
が
、
中
年
層
以
下
で
は
「
マ
シ
ャ
1
」
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
一
段
活
用
動
詞
、
 
 

サ
変
動
詞
の
仮
定
形
の
場
合
と
同
一
の
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

打
消
L
の
表
現
 
 

「
ン
」
が
打
消
し
蓑
現
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
関
西
以
西
の
方
言
と
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
完
了
態
の
表
現
 
 

に
は
、
次
の
よ
う
な
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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○
バ
ミ
ャ
ー
セ
ダ
ッ
タ
。
（
飲
み
は
し
な
か
っ
た
。
老
男
↓
々
）
 
 

老
年
層
で
は
、
こ
の
「
ダ
ッ
タ
」
の
形
が
一
般
的
で
あ
る
。
芸
北
地
方
で
、
「
ザ
ッ
ク
」
の
用
い
ら
れ
る
の
に
比
べ
る
と
、
や
や
 
 

新
し
い
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
中
年
層
で
は
、
「
ナ
ン
ダ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
年
層
の
女
子
、
 
 

青
年
層
以
下
で
は
、
「
ソ
カ
ッ
タ
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

連
用
法
に
立
つ
形
で
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

○
ソ
ー
ユ
ワ
ッ
ト
：
・
。
（
そ
う
言
わ
な
い
で
…
。
老
女
1
中
男
）
 
 
 

○
ソ
ー
ユ
ワ
∴
／
ト
 
キ
ソ
刊
イ
 
ヤ
バ
ー
。
（
そ
う
言
わ
な
い
で
、
来
な
さ
い
よ
ね
え
。
中
女
－
†
々
）
 
 
 

老
年
層
で
は
丁
ッ
ト
」
が
、
中
年
層
以
下
で
は
丁
ソ
ト
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
広
島
市
な
ど
で
丁
ソ
ト
」
が
用
い
ら
れ
 
 

る
の
に
影
響
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

単
純
な
打
消
し
連
用
法
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を
行
わ
な
い
ま
ま
で
、
そ
の
事
態
が
成
立
し
て
い
る
意
を
表
わ
す
に
は
、
「
ズ
ニ
」
 
 

を
用
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
年
層
以
上
の
人
々
に
は
、
時
に
、
「
ズ
ク
ニ
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
 
 

㌧
 
 
 

○
イ
ワ
ン
ズ
列
ニ
 
コ
イ
 
ヨ
。
（
＜
親
に
＞
言
わ
な
い
で
、
来
い
よ
。
老
男
1
少
男
）
 
 

「
ズ
ク
ニ
」
は
、
備
後
地
域
に
盛
ん
で
あ
る
。
西
進
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

連
用
中
止
法
で
は
、
「
～
イ
デ
」
の
形
が
用
い
ら
れ
る
。
副
助
詞
「
モ
」
を
伴
っ
て
、
 
 
 

○
セ
ー
デ
モ
 
可
－
。
（
し
な
く
て
も
よ
い
。
中
女
1
々
）
 
 

の
よ
う
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
年
層
以
下
の
者
に
は
、
丁
ソ
デ
」
の
形
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
青
年
層
 
 

以
下
の
老
に
は
、
「
～
ソ
デ
」
の
形
が
、
ご
く
一
般
的
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

条
件
法
に
立
つ
も
の
と
し
て
「
～
ニ
ャ
ー
」
が
用
い
ら
れ
る
。
老
年
層
で
は
、
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
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㌧
 
 
 

○
イ
ヨ
 
モ
ド
到
ニ
ャ
ー
 
ノ
。
（
早
く
戻
ら
ね
ば
ね
。
老
男
1
少
男
）
 
 

こ
の
よ
う
に
、
動
詞
未
然
形
に
「
ニ
ャ
ー
」
が
接
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
年
層
以
下
に
な
る
と
、
 
 
 

○
イ
カ
ソ
．
苛
－
 
ミ
．
皿
．
可
 
m
。
（
行
か
ね
ば
、
見
え
な
い
よ
。
中
女
1
々
）
 
 

の
よ
う
に
「
シ
」
の
挿
み
こ
ま
れ
た
形
が
、
年
が
若
い
ほ
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
な
ど
で
は
、
フ
 
 

ニ
ャ
ー
」
の
形
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
熊
野
町
ほ
、
や
や
古
い
形
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

「
な
い
だ
ろ
う
」
の
意
を
、
「
ナ
カ
ル
マ
ー
」
と
い
う
。
 
 

㌧
 
 
 

○
ホ
ー
ユ
ー
 
コ
烈
－
ナ
カ
ル
可
－
オ
モ
ウ
ソ
デ
ス
 
デ
。
（
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
よ
。
中
男
l
々
）
 
 

こ
の
「
ナ
カ
ル
マ
ー
」
は
、
二
重
否
定
の
「
な
く
は
な
か
ろ
う
」
の
意
味
を
表
現
す
る
か
の
ご
と
く
に
受
け
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
て
「
な
い
だ
ろ
う
」
の
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
「
マ
ー
」
が
、
単
な
る
推
量
の
こ
と
ば
と
し
て
 
 

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
、
熊
野
町
を
中
心
と
す
る
地
域
で
盛
ん
な
よ
う
で
 
 

あ
る
。
 
 

「
マ
ー
」
は
「
ナ
カ
ル
マ
ー
」
以
外
の
場
合
に
は
、
打
消
し
推
量
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
イ
ク
寸
－
 
 
 

推
量
の
表
現
 
 

（
行
く
ま
い
）
」
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

過
去
の
推
量
に
は
、
「
ツ
ロ
ー
」
が
用
い
ら
れ
る
。
 
 
 

○
モ
ー
 
カ
エ
ッ
ツ
ロ
ー
。
（
も
う
帰
っ
た
ろ
う
。
 
中
男
1
々
）
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
「
ツ
ロ
ー
」
の
仮
定
形
「
ツ
リ
ヤ
」
は
、
老
年
層
に
お
い
て
、
ご
く
稀
に
し
か
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
広
島
 
 

市
で
は
、
「
ツ
ロ
ー
」
「
ツ
リ
ヤ
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。
周
辺
の
地
域
で
は
、
現
在
も
盛
ん
で
あ
る
。
特
に
仮
定
形
「
ツ
リ
ャ
」
は
広
 
 

島
市
よ
り
西
の
地
域
で
は
、
「
ツ
リ
ヤ
」
の
み
な
ら
ず
、
「
ツ
ラ
」
の
形
を
も
盛
ん
に
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
熊
野
町
で
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は
、
「
ツ
リ
ヤ
」
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
「
ツ
ロ
ー
」
の
表
現
も
か
な
り
少
な
く
な
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
 
 

問
い
に
「
カ
」
を
用
い
、
や
さ
し
い
問
い
に
「
ン
（
ノ
ン
）
」
 
を
用
い
る
の
は
、
広
島
県
下
の
一
般
的
状
況
に
等
し
 
 
 

問
い
の
表
現
 
 い

。
と
こ
ろ
で
、
疑
問
詞
を
含
む
表
現
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
末
が
仮
定
形
を
と
る
表
現
が
な
さ
れ
る
。
 
 
 

○
ナ
ニ
ュ
ー
可
ヨ
リ
ヤ
ー
。
（
何
し
て
い
る
の
。
老
男
1
少
男
）
 
 
 

こ
れ
ほ
、
老
年
の
や
さ
し
い
問
い
か
け
で
あ
る
。
 
 
 

○
ド
シ
テ
 
ワ
シ
ガ
 
イ
割
可
1
。
（
ど
う
し
て
私
が
行
く
も
の
か
い
。
中
男
1
々
 
憤
怒
）
 
 
 

こ
れ
ほ
、
反
問
の
表
現
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
問
い
か
ら
反
間
ま
で
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

○
ド
シ
列
 
ソ
ナ
ラ
。
（
ど
う
し
た
、
え
？
 
中
男
1
々
）
 
 
 

ま
た
時
に
は
、
「
ナ
ラ
イ
」
と
「
イ
」
 
の
接
し
た
形
も
用
い
ら
れ
る
。
「
ナ
ラ
」
は
、
断
定
の
助
動
詞
の
仮
定
形
に
由
来
す
る
文
末
 
 

詞
で
あ
る
。
 
 
 

○
ド
コ
イ
 
イ
引
ナ
ラ
。
（
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
中
男
1
々
）
 
 
 

○
ド
コ
イ
 
イ
判
可
－
。
（
ど
こ
へ
行
く
の
。
 
中
男
1
中
女
）
 
 
 

こ
の
二
つ
の
表
現
の
う
ち
、
前
者
は
詰
問
の
表
現
と
い
う
気
持
が
強
い
。
後
者
は
反
問
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
も
に
男
 
 

性
専
用
の
表
現
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

疑
問
詞
を
含
む
表
現
の
文
末
が
仮
定
形
で
収
束
さ
れ
、
問
い
の
表
現
を
し
た
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
岡
山
県
以
西
の
山
陽
地
方
に
 
 

お
い
て
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
安
芸
国
地
方
は
文
末
詞
「
ナ
ラ
」
を
も
成
立
さ
せ
て
い
る
ほ
ど
に
多
用
さ
れ
て
い
る
地
 
 

域
で
あ
る
。
熊
野
町
も
、
そ
の
地
域
の
一
地
で
あ
る
。
 
 

第
一
葦
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
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生
活
誌
編
 
 

第
三
者
の
表
現
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
伝
達
す
る
場
合
に
ほ
、
「
ト
」
を
用
い
る
。
 
 

伝
聞
の
表
現
 
 

○
ジ
プ
ン
デ
イ
ク
H
＝
が
q
自
分
で
行
く
」
っ
て
。
少
男
1
母
）
 
 
 

引
用
を
表
わ
す
格
助
詞
が
、
伝
聞
の
文
末
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
者
の
発
言
を
自
分
な
り
に
と
り
 
 

ま
と
め
て
、
伝
聞
の
形
で
表
現
す
る
に
ほ
「
ゲ
ナ
」
を
用
い
る
。
 
 
 

○
ゲ
ナ
ゲ
ナ
ぺ
ナ
シ
ワ
 
ウ
刈
ジ
ャ
ゲ
ナ
。
（
「
ゲ
ナ
ゲ
ナ
」
と
い
う
こ
と
ば
の
つ
く
話
は
、
暁
（
話
）
だ
そ
う
だ
J
 
 

こ
の
言
い
な
ら
わ
し
は
、
「
ゲ
ナ
」
 
の
用
法
の
本
質
を
上
く
物
語
っ
て
い
る
。
 
 

㈹
 
ト
 
抜
 
け
 
 
 

助
詞
と
表
現
 
 

関
西
以
西
、
広
島
県
地
域
ま
で
の
山
陽
道
側
の
地
域
は
、
格
助
詞
「
ト
」
を
省
い
た
表
現
が
多
い
こ
と
で
有
名
で
 
 

あ
る
。
熊
野
町
も
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
ト
」
抜
け
が
一
般
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
ト
」
に
代
わ
る
 
 

語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
 
 
 

○
ア
ー
ユ
ー
テ
 
石
＝
コ
ッ
ク
 
ヨ
。
（
あ
あ
、
言
っ
て
い
た
よ
。
中
男
1
々
）
 
 

「
ユ
ー
テ
 
ィ
ー
コ
ッ
タ
」
に
は
、
「
言
う
」
が
二
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
 
 

．
ヽ
 
 
 

」
．
 
 
○
ク
ル
 
ユ
テ
 
ユ
ー
ク
 
デ
。
（
来
る
と
言
っ
た
よ
。
 
中
女
1
々
）
 
 
 

下
に
「
ユ
ー
」
「
ユ
ー
タ
」
の
位
置
す
る
場
合
に
ほ
、
「
ユ
テ
」
の
形
を
と
る
恒
向
が
強
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
が
、
「
刈
－
ジ
ャ
 
 

ユ
ー
テ
 
可
り
（
そ
う
だ
と
い
う
。
）
」
の
よ
う
に
、
老
年
層
男
子
が
用
い
た
例
も
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
、
明
確
な
使
い
わ
け
は
 
 

な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

川
 
「
テ
カ
ラ
」
「
テ
カ
ラ
ニ
」
 
 
 

○
学
校
に
 
キ
ー
列
カ
ラ
 
カ
d
J
l
ク
 
ヨ
。
（
学
校
に
尋
ね
た
後
で
帰
っ
た
よ
D
 
中
女
1
々
）
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こ
の
表
現
か
ら
、
「
学
校
に
聞
い
て
、
帰
っ
た
」
と
事
が
ら
の
順
序
を
示
し
た
表
現
と
い
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
テ
カ
ラ
」
 
 

の
「
カ
ラ
」
ほ
、
そ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
聞
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
そ
の
こ
と
の
起
点
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
 
 

も
の
と
い
え
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
も
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 
㌧
 
 

○
ア
叫
ガ
 
ア
ー
エ
ー
コ
＝
1
ユ
ー
テ
カ
ラ
 
コ
寸
可
タ
 
ヨ
ノ
。
（
あ
れ
（
人
）
が
、
あ
あ
い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
で
困
っ
た
 
 

よ
J
 
 

こ
の
場
合
は
、
そ
の
こ
と
が
あ
っ
た
後
に
困
っ
た
事
態
が
生
じ
た
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
彗
R
の
主
意
は
、
「
あ
 
 

ん
な
こ
と
を
言
う
」
と
い
う
こ
と
が
原
因
に
た
っ
て
、
困
っ
た
事
態
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
「
カ
ラ
」
は
、
「
テ
カ
ラ
」
 
 

の
形
を
も
っ
て
、
次
第
に
原
因
や
理
由
を
表
わ
す
用
法
を
獲
得
し
っ
つ
あ
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
「
テ
カ
ラ
」
は
、
中
国
地
方
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
掲
の
用
例
と
し
た
表
現
と
同
趣
の
 
 

表
現
に
、
「
テ
カ
ラ
」
で
は
な
く
「
テ
カ
ラ
ニ
」
を
用
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
テ
カ
ラ
ニ
」
の
用
い
ら
れ
 
 

る
地
域
は
、
福
山
市
か
ら
広
島
市
に
至
る
沿
岸
部
を
中
心
と
す
る
地
域
に
多
い
。
熊
野
町
で
も
中
年
層
以
下
の
女
性
に
用
い
ら
れ
る
 
 

こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
係
助
詞
「
力
」
「
ゾ
」
 
 

一
つ
の
こ
と
を
例
と
し
て
あ
げ
る
助
詞
と
し
て
、
「
～
ヤ
ナ
ン
カ
」
が
あ
る
。
 
 
 

○
ア
叫
ヤ
ナ
ン
カ
 
ス
刺
ソ
 
〃
－
。
（
あ
れ
な
ど
、
好
か
な
い
ね
え
。
少
男
↓
べ
）
 
 
 

こ
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
「
カ
」
ほ
、
係
助
詞
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
「
何
か
」
と
い
う
語
構
成
を
も
っ
て
一
助
 
 

詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
広
島
県
下
の
方
言
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

○
ハ
ー
ク
ル
 
カ
シ
ラ
ソ
。
（
も
う
来
る
か
し
ら
。
中
女
↓
々
）
 
 

第
一
幕
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
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東
京
語
の
「
か
し
ら
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
京
語
で
は
文
末
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
上
例
の
 
 

よ
う
に
な
お
係
助
詞
風
の
用
法
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
広
島
県
下
に
広
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

古
老
は
、
「
ゾ
」
を
次
の
よ
う
に
使
う
。
 
 
 

○
ド
可
ゾ
ニ
ア
可
㌧
（
ど
こ
か
に
あ
ろ
う
。
老
男
1
々
）
 
 
 

時
に
中
年
男
子
で
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
ほ
「
ド
コ
ド
」
の
よ
う
に
「
ド
」
の
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
 
 

多
い
。
「
ド
コ
ゾ
」
の
言
い
方
は
、
中
国
地
方
に
広
く
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
ほ
、
都
市
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
 
 

域
で
、
稀
に
聞
か
れ
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
熊
野
町
の
立
地
条
件
が
都
会
化
し
っ
つ
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
な
お
農
村
 
 

性
を
強
く
残
存
し
て
い
る
状
況
が
、
こ
の
表
現
の
う
え
に
も
汲
み
と
ら
れ
る
。
 
 

㈹
 
動
詞
の
仮
定
形
、
連
用
形
り
音
便
 
 

一
般
動
詞
、
カ
変
、
サ
変
の
動
詞
の
仮
定
形
は
、
世
代
に
よ
っ
て
変
動
し
っ
つ
あ
る
。
中
年
層
以
上
の
人
々
と
青
少
年
屑
の
人
々
 
 

の
用
い
る
仮
定
形
を
表
示
す
れ
ば
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

広
島
市
た
ど
で
は
、
老
年
層
に
お
い
て
も
熊
野
町
の
青
少
年
層
と
同
一
の
形
を
と
り
つ
つ
あ
る
。
将
来
は
熊
野
町
に
お
い
て
も
、
 
 

用
言
の
活
用
と
表
現
 
 

用
言
の
各
活
用
形
の
う
ち
で
、
注
目
さ
れ
る
事
象
の
み
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
 
 

広
島
市
と
同
様
に
変
化
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 

7
ス
 
 
「
飲
ん
だ
」
を
「
パ
ー
ダ
」
、
「
遊
ん
だ
」
を
「
ア
可
〓
列
」
、
「
書
い
た
」
を
 
 

「
刈
－
タ
」
、
「
差
し
た
」
を
「
叫
－
タ
」
の
よ
う
に
、
中
年
層
以
上
で
は
、
動
詞
 
 

四
段
活
用
の
連
用
形
の
「
テ
（
タ
）
」
に
続
く
形
を
い
わ
ゆ
る
り
音
便
と
し
て
表
現
 
 

す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
広
島
市
な
ど
の
都
市
部
で
は
、
は
ぼ
用
い
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ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
 
 

S
 
形
 
容
 
詞
 
 
 

形
容
詞
は
、
そ
の
語
末
が
〔
a
‥
〕
で
終
る
「
ア
利
－
」
の
類
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
ア
イ
」
連
母
音
が
順
行
同
化
し
て
成
 
 

立
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
ナ
叫
イ
」
（
土
地
な
ど
が
平
ら
で
あ
る
。
）
の
よ
う
な
〔
丘
形
容
詞
類
が
あ
る
。
共
通
語
の
「
悪
い
」
は
 
 

「
ワ
叫
－
」
で
〔
i
i
〕
形
容
詞
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
「
青
い
」
ほ
［
O
i
〕
形
容
詞
類
の
も
の
で
あ
る
。
「
㍉
引
〓
（
遠
い
）
」
「
カ
引
－
 
 

（
か
ゆ
い
）
」
は
、
〔
i
i
〕
形
容
詞
類
で
あ
る
。
「
ス
ズ
叫
－
」
な
ど
は
「
シ
ー
」
形
容
詞
と
呼
ん
で
よ
か
ろ
う
。
特
殊
な
形
容
詞
に
は
 
 

「
ヰ
ー
」
（
よ
い
）
が
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
形
容
詞
も
、
連
用
形
は
り
音
便
形
を
と
り
、
「
ア
コ
ー
」
「
ナ
ル
ー
」
「
ワ
リ
ユ
ー
」
「
ト
ユ
ー
」
「
ス
ズ
シ
ュ
ー
」
の
形
を
 
 

と
っ
て
い
る
。
中
国
地
方
一
般
に
り
音
便
形
ほ
現
在
も
盛
ん
で
あ
る
。
熊
野
町
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 
 

様
態
を
示
す
「
ソ
ー
ナ
」
に
接
す
る
形
は
、
「
ア
カ
カ
リ
刈
－
ナ
」
「
ス
ズ
シ
カ
リ
叫
－
ナ
」
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
カ
リ
活
用
の
 
 

形
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
少
年
層
で
は
、
広
島
市
な
ど
と
同
様
に
「
7
カ
ソ
一
刀
」
「
ス
ズ
シ
刈
1
ナ
」
の
形
を
用
い
る
よ
う
に
 
 

な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
仮
定
形
も
、
中
年
層
以
上
で
は
、
「
ア
カ
刈
リ
ヤ
」
「
ス
ズ
シ
刈
リ
ヤ
ー
」
の
形
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
も
カ
リ
活
 
 

用
形
の
ほ
う
が
盛
ん
な
わ
け
で
あ
る
。
少
年
層
は
、
「
ア
カ
舛
リ
ヤ
」
「
ス
司
シ
ケ
リ
ヤ
」
を
用
い
て
い
る
。
 
 

囲
 
形
容
動
詞
 
 
 

形
容
動
詞
の
仮
定
形
は
、
少
年
層
で
は
広
島
市
な
ど
と
同
様
に
「
珂
ズ
カ
ナ
ケ
リ
ヤ
」
の
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
中
年
層
以
 
 

上
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
「
叫
ズ
カ
ナ
リ
ヤ
ー
」
の
形
を
用
い
て
い
る
。
 
 
 

○
叫
ズ
カ
ナ
リ
ャ
一
斗
1
ジ
ャ
ロ
ー
。
（
静
か
で
あ
れ
ほ
よ
い
だ
ろ
う
。
 

中
男
1
中
女
）
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
方
言
－
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連
用
形
に
「
叫
ズ
カ
ニ
」
、
終
止
形
と
連
体
形
が
「
珂
ズ
カ
ナ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
更
に
将
然
形
で
「
可
ズ
カ
ナ
可
－
テ
ー
パ
 
 

㌧
 
静
か
だ
ろ
う
よ
ね
え
。
中
男
1
々
」
 
の
よ
う
に
「
可
ズ
カ
ナ
ロ
ー
」
の
形
を
用
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
熊
野
町
に
お
け
る
ナ
リ
 
 

活
用
の
盛
ん
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

○
オ
ッ
副
メ
ソ
ニ
 
ソ
ガ
ー
ナ
 
コ
ト
ユ
ー
チ
ャ
ー
 
ワ
カ
ラ
ン
 
ド
。
（
お
じ
さ
ん
に
そ
ん
な
こ
と
皇
一
口
っ
て
は
い
け
な
い
ぞ
。
 
 

中
女
1
少
男
）
 
 

の
よ
う
に
、
「
ワ
カ
ラ
ン
」
を
用
い
て
い
る
。
 
 
 

「
ワ
カ
ラ
ン
」
は
、
「
い
け
な
い
」
の
意
味
の
み
で
は
な
く
、
「
だ
め
だ
」
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

○
コ
ガ
ン
シ
刊
」
「
モ
 
ワ
カ
ラ
ン
シ
 
ド
ー
シ
列
ラ
エ
カ
ロ
ー
カ
バ
ー
ヤ
。
（
こ
ん
な
に
し
て
も
だ
め
だ
し
、
ど
ん
な
に
し
た
ら
よ
 
 

い
か
ね
え
。
 
中
男
1
々
）
 
 
 

こ
の
表
現
は
、
物
入
れ
に
細
か
な
物
を
整
理
し
て
入
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
ど
う
し
て
も
き
ち
ん
と
入
ら
な
い
、
そ
こ
で
隣
の
人
 
 

に
助
力
を
求
め
て
発
言
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
目
前
の
事
態
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
意
味
の
「
ワ
カ
ラ
ン
」
で
は
な
い
こ
と
が
 
 

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

っ
て
も
、
だ
め
だ
よ
ね
え
。
本
人
が
や
る
気
が
な
い
の
だ
か
ら
。
 
中
男
1
中
女
）
 
 

こ
の
例
は
、
だ
め
だ
と
い
い
つ
つ
も
、
そ
の
物
事
が
完
成
し
な
い
、
で
き
あ
が
ら
な
い
と
い
う
内
容
を
も
っ
て
用
い
て
い
る
。
 
 

「
ワ
カ
ラ
ン
」
 
の
用
法
は
「
イ
ケ
ン
」
よ
り
も
、
か
な
り
広
い
も
の
と
い
え
る
。
 
 
 

○
ナ
ン
ポ
 
ヤ
ッ
チ
ャ
ッ
チ
ェ
モ
 
ヮ
カ
ラ
ン
 
 

慣
用
表
現
 
 
 

伊
 
「
ワ
カ
ラ
ン
」
 
 

中
国
地
方
で
は
、
「
い
け
な
い
」
を
「
イ
ケ
ン
」
と
い
う
。
熊
野
町
で
は
、
制
止
の
表
現
に
、
 
 

ヨ
ノ
ー
。
ホ
ン
ニ
ソ
ガ
 
ヤ
ル
 
キ
ガ
 
ナ
ー
ソ
ジ
ャ
ケ
ー
。
（
い
く
ら
し
て
や
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ま
た
、
物
事
が
わ
か
ら
な
い
の
意
味
で
も
用
い
る
。
 
 
 

○
可
イ
ヨ
 
ワ
カ
到
可
 
コ
ト
ー
 

ユ
㌧
（
全
く
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
こ
と
な
喜
冒
。
中
女
1
青
女
）
 
 
 

慣
用
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
「
ワ
カ
ラ
ン
」
の
形
の
み
で
、
他
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
慣
 
 

用
表
現
と
同
一
の
も
の
を
、
筆
者
は
広
島
市
安
佐
北
区
三
田
町
の
老
人
か
ら
、
ま
た
安
佐
南
区
沼
田
町
の
老
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
 
 

例
ず
つ
を
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ご
く
稀
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
で
、
通
常
「
イ
ケ
ン
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
 
 

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
熊
野
町
で
は
、
「
イ
ケ
ン
」
を
用
い
る
こ
と
は
少
な
い
し
、
そ
の
う
え
意
味
の
広
が
り
も
大
き
い
た
め
か
、
 
 

日
常
多
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

「
ワ
カ
ラ
ン
」
と
同
似
な
表
現
は
、
奥
州
地
域
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
福
島
県
相
馬
地
方
で
ほ
「
ワ
ガ
ン
ネ
」
と
い
っ
て
、
 
 

制
止
の
表
現
を
し
た
り
、
駄
目
だ
と
い
う
意
味
の
表
現
を
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
森
県
で
も
制
止
の
表
現
に
「
ワ
ガ
ン
ネ
」
 
 

を
用
い
て
い
る
。
「
ワ
カ
ラ
ン
」
の
表
現
が
慣
用
化
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
日
本
語
一
般
の
傾
向
に
合
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
 
 

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 

川
 
「
夕
べ
レ
」
 
 
 

○
ソ
可
ノ
ー
 
タ
刊
レ
ー
。
（
そ
こ
の
を
持
っ
て
い
け
。
老
男
1
々
）
 
 
 

「
タ
ベ
レ
ー
」
は
、
こ
ち
ら
に
持
っ
て
来
い
の
意
味
に
も
、
こ
ち
ら
の
も
の
を
向
こ
う
へ
持
っ
て
行
け
の
意
味
に
も
用
い
る
。
老
 
 

人
層
に
の
み
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
通
常
に
は
命
令
形
の
み
が
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
た
だ
一
度
だ
け
で
あ
る
が
、
古
老
か
ら
、
 
 
 

○
タ
司
可
チ
 
ミ
ー
㌧
（
持
っ
て
い
っ
て
み
よ
。
）
 
 

の
形
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
元
来
は
、
四
段
活
用
動
詞
の
語
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
タ
べ
レ
」
の
語
も
古
い
言
い
方
の
一
つ
 
 

と
い
え
よ
う
か
。
 
 

第
〓
早
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
1
方
言
－
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